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第８２回岐阜大学経営協議会 議事要旨 

 

１ 日 時  平成２９年６月２３日（金）１３時００分～１５時１０分 

２ 場 所  岐阜大学本部大会議室 

３ 出席者  森脇（議長），伊藤，稲垣，岡本，佐々木，重森，細江，杉戸，江馬，

福士，鈴木，横山，小倉，林，王の各委員 

オブザーバー： 

池谷教育学部長，和佐田地域科学部長，野々村工学部長， 

杉山応用生物科学部長，吉田監事，片桐監事 

 

開会に先立ち，議長から，名簿に基づき新任委員の紹介があった。 

 

４ 議事要旨の確認について 

第８１回の経営協議会議事要旨（案）を原案どおり確認した。 

 

５ 審議事項 

（１）平成２８事業年度に係る業務の実績に関する報告書について 

   杉戸委員から，資料１に基づき，国立大学法人評価委員会に提出する「平成

２８事業年度に係る業務の実績に関する報告書（案）」について説明があり，

審議の結果，了承され，６月２９日（木）開催の役員会に附議することとされ

た。 

主な意見等は次のとおり。（○：質問・意見 ●：回答） 

○ 英語能力の向上を図るために，英語で実施している授業状況を教えてい

ただきたい。 

● 学部においては，全学共通教育において，全１７２コマの授業のうち，

３～４割は，英語による授業を開講しているほか，地域科学部の国際教養

コースで一定の割合で開講している。また，大学院においては，修士課程

で英語コースを設けて，外国人留学生との混在型授業を開講している。加

えて，学部教育の段階から，TOEIC スコアの向上を目指している。 

◯ 情報セキュリティについて，岐阜大学の対策を教えていただきたい。 

● ファイヤーウォールにより外部からの制限を設けている。また，第２期

中期目標期間に係る業務の実績に関する評価において指摘された情報漏洩

の対策として，標的型メールによる訓練，個人情報保護に関する教育研修

を実施し，啓発に取り組んでいる。 

◯ 研究成果に対するアクセスや改ざん等への対策を検討していく必要があ

ると思われる。 

● 知財管理と併せて，さらに気を引き締めて取り組んでいきたい。 

◯ 防災訓練の実施について，災害への準備や取組事項を教えていただきた

い。 

● 前年度は，全学及び各学部において防災訓練を実施しているほか，熊

本大学から職員を招聘して講演会を開催し防災への意識を高めた。また，

岐阜県と連携し，防災リーダーの養成に取り組んでいる。 
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◯ 附属病院等において，薬品棚の転倒防止や薬品の飛び出し等の対策に

取り組んでいるのか。 

● 附属病院では，月に一度巡視することで危機管理意識を高めており，

継続して巡視に取り組むこととしている。 

◯ ＣＯＣ，ＣＯＣプラス事業について，学生が全国各地で活躍できるた

めの教育内容や教育方法の工夫について教えていただきたい。 

● ＣＯＣ，ＣＯＣプラス事業の概念として，岐阜県で活躍できる学生の

育成を前提としており，フィールドワークを中心に，インターンシップ

等に取り組んでいる。その際に，アクティブラーニングや現地コーディ

ネーターとの協調による教育プログラムを実施している。 

 

  （２）平成２８事業年度財務諸表（案）等について 

横山委員から，資料２に基づき，文部科学省等に提出する平成２８事業年

度財務諸表（案）について，貸借対照表及び損益計算書の概要，決算報告書

の概要の説明があり，審議の結果，了承され，６月２９日（木）開催の役員

会に附議することとされた。 

 

  （３）平成３０年度概算要求（案）について 

横山委員から，資料３に基づき，岐阜大学の将来ビジョンや戦略を踏まえ，

概算要求（案）について説明があった。次いで，施設整備費概算要求事項（案）

について説明があり，審議の結果，了承され，６月２９日（木）開催の役員

会に附議することとされた。 

主な意見等は次のとおり。（○：質問・意見 ●：回答） 

○ 「地方創生エネルギーシステム研究センター」の設置に関連した水素

社会の実現に向けた産学連携の取組において，水素はバイオから作るの

か。 

● バイオ及び太陽光発電から作ることとしている。 

 

６ 報告事項 

（１）平成２８年度教職大学院等認証評価結果について 

   杉戸委員から，資料４に基づき，岐阜大学大学院教育学研究科教職実践開発

専攻認証評価結果について，教員養成評価機構の教職大学院評価基準に適合し

ていると認定された旨の報告があった。 

 

（２）第２期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果について 

杉戸委員から，資料５に基づき，本学の第２期中期目標期間に係る業務の実

績に関する評価結果について，全体評価及び項目別評価の評価結果概況及び特

記すべき特色ある取組等について説明があった。次いで，国立大学法人・大学

共同利用機関法人の第２期中期目標期間の業務の実績に関する評価結果（全体）

の概要について，中期目標の達成状況（概況）の説明があった。 

主な意見等は次のとおり。（○：質問・意見 ●：回答） 
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◯ 今後，教職大学院と修士課程の関係をどのようにしていくのか。 

● 入学定員について，現況，教職大学院課程２５名，修士課程４４名であ

るが，今後，国，学生の動向を注視しながら検討していくこととしている。 

◯ 今後の教職大学院のあり方を検討していく上で，専門性をベースに高等

教育の充実を慎重に検討する必要がある。 

 

（３）平成２９年度岐阜大学入学者選抜結果について 

江馬委員から，資料６に基づき，平成２９年度岐阜大学入学者選抜結果につ

いて，学部・大学院の入学者数，出身高校等の所在地別入学状況割合等につい

て報告があった。 

 

（４）平成２８年度卒業・修了者の就職状況等について 

江馬委員から，資料７に基づき，平成２８年度卒業者及び修了者の求人・求

職・就職状況として，就職率及び就職内定率の推移について報告があった。な

お，留学生の就職について，国内での就職率を高めるために，日本語教育の充

実や様々な就職支援に取り組むことが必要であるとの説明があった。 

 

（５）平成２９年度科学研究費助成事業内定状況について 

福士委員から，資料８に基づき，平成２９年度科学研究費助成事業の内定状

況について報告があった。次いで，平成２８年度の新規採択及び継続分の採択

件数等について，国立大学における本学の順位の報告があり，今後，若手研究

者の採択数を増加させること，及び大学全体の新規採択率を全国平均に近づけ

ることが喫緊の課題であるとの説明があった。 

 

（６）岐阜大学ＣＯＣ事業及びＣＯＣ＋事業の進捗状況について 

福士委員から，資料９及び当日配付資料に基づき，「地（知）の拠点大学に

よる地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」が日本学術振興会の評価で最高ランクの

「Ｓ」を獲得したこと，及びＣＯＣ事業並びにＣＯＣ＋事業の具体的な実績や

成果について報告があった。 

主な意見等は次のとおり。（○：質問・意見 ●：回答） 

◯ 外国人観光客の県内の宿泊率が低いことから，空き家利用を含めて，地

域社会の問題として取り組んでほしい。 

● 観光分野についても大きなテーマとして，長良川おんぱく，ＮＰＯ団体

及び自治体等と連携して取り組んでいる。 

◯ 地域の国際化をテーマとして取り組むことは大切である。 

● 国内への就職支援に関連して，地元企業にインターンシップとして留学

生が参加することで，地域の国際化に関与している。なお，地方創生のあ

り方について学修した留学生が，帰国した折に，母国の地方創生に役立て

ていくことを国際貢献として期待している。また，岐阜観光コンベンショ

ン協会と連携協定が締結されたことから，留学生をインターンシップとし

て派遣している。 

◯ ＣＯＣ事業関連の授業科目は，全学共通教育で実施しているのか。 
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● 全学共通教育と専門科目の両方で実施している。 

◯ 全学共通教育だけでは抽象的な学修になってしまうため，専門教育を結

びつけて実施し，より具体化することが大切である。 

◯ カリキュラム構成の中で，ふりかえり授業を充実する必要があるが，具

体的にどのように取り組んでいるか。 

● 学生の意識改革を調査するために，アンケートを中心にふりかえり学修

を実施している。なお，現在，ＣＯＣ事業関連の授業科目を受講した卒業

生と受講していない卒業生の意識の差や，地元企業からの評判等をフォロ

ーアップしており，今後のふりかえり学修を充実させていきたいと考えて

いる。 

 

（７）岐阜大学創立７０周年記念事業について 

   横山委員から，資料１０に基づき，岐阜大学創立７０周年記念事業について，

地×知のアーカイブ事業の概要について説明があった。また，岐阜大学基金の

充実を図っていきたいとの発言があった。 

 

（８）文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニ

シアティブ（連携型）」の進捗状況について 

    林委員から，資料１１に基づき，文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダ

イバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」について，女性研究者

の採用比率・在職比率・上位職比率，女性研究者の研究力向上のための取組，

女性研究者の上位職への積極的登用に向けた取組，及び意識啓発のための取組

等について報告があった。 

 

（９）産官学の連携状況（平成２８年度実績）について 

王委員から，資料１２に基づき，産官学の連携状況について，共同研究の実

績の推移，受託研究実績の推移，知財の創出・活用状況の推移について報告が

あった。 

 

（10）創立記念日行事（６／１）について 

議長から，資料１３に基づき，６月１日（木）に実施した創立記念日行事に

ついて，実施内容の報告があった。 

 

７ その他 

（１）医学部附属病院の経営状況について 

小倉委員から，資料１４に基づき，医学部附属病院の平成２８年度経営目標

達成率について報告があり，損益計算書及び収支計算書について報告があった。 

 

８ 次回の開催日 

次回の開催は１０月を予定している旨の説明があった。 


